
学校番号 １２０７ 

令和３年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史科 科目 世界史Ａ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 明解世界史 A （帝国書院） 

副教材等 グローバルワイド 最新世界史図表 二訂版 （第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・歴史の大きな流れを感じる。 

・歴史的事象の相互の関連性を考える。 

・歴史の背景を理解し、現在の日本や世界の問題について考える視点を持つ。 

 

２ 学習の到達目標 

・歴史の諸資料に親しみ、歴史的思考力を培う。 

・世界の歴史を理解し、国際化する社会に生きる個人としての知識と主体性を養う。  

・現代の諸課題について、歴史的背景と結び付け、その側面を考慮に入れながら、考察することが

できる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c: 資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

歴史的・地理的事象に

対する関心と問題意識

を高め、意欲的に追究

するとともに、国際化

する社会に生きる個人

として主体的に責任を

果たそうとする。 

歴史的・地理的事象か

ら課題を見いだし、我

が国及び世界の形成の

歴史的過程と生活・文

化の地域的特色を世界

的視野に立って多面

的・多角的に考察し、

国際社会の変化を踏ま

え公正に判断して、そ

の過程や結果を適切に

表現している。 

歴史的・地理的事象に

関する諸資料を収集

し，有用な情報を適切

に選択して，効果的に

活用している。 

我が国及び世界の形

成の歴史的過程と生

活・文化の地域的特 

色についての基本的

な事柄を理解し，その

知識を身に付けてい

る。 

評
価
方
法 

・授業に取り組む姿勢 

・課題への取組状況 

・授業の発言と発表 

・課題の成果 

・定期試験 

・授業の発表 

・課題の取組状況と成

果 

・プリントのメモ状況 

・定期試験 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

２
部 

地
球
社
会
と
日
本 

1 章 現代世界の芽生えと世

界大戦 

1 節 現在につながる社会の 

形成 

○ ○ ○ ○ a:19世紀末から20世紀初頭に 

かけて，欧米諸国や日本などに 

みられた社会の急激な変化と 

19 世紀の世界の一体化に対す 

る関心を高め，意欲的に追究す 

るとともに，その特質を人類史 

的視野から考えようとしてい 

る。 

b:19世紀末から20世紀初頭に 

かけて，欧米諸国や日本などに 

みられた社会の急激な変化と 

19 世紀の世界の一体化につい 

て考察し，判断した過程や結果 

を適切に表現している。 

c:19世紀末から20世紀初頭に 

かけて，欧米諸国や日本などに 

みられた社会の急激な変化と 

19 世紀の世界の一体化に関す 

る資料を収集し，適切に活用す 

る技能を身につけている。 

d:産業構造の変化や大量消費 

社会・大衆社会の始まりなど， 

20 世紀という時代の特質を人 

類史的視野から把握するとと 

もに，欧米諸国によるアジア・ 

アフリカの植民地化をめぐる 

競合と人口移動から世界の支 

配・従属関係を伴う一体化と社 

会の変容を理解し，その知識を 

身につけている。   

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 



１
学
期 

２
部 

地
球
社
会
と
日
本 

2 節 第一次世界大戦がもた

らしたもの 

○ ○ ○ ○ a:第一次世界大戦の原因と性 

格，平和の意義などに対する関 

心を高め，意欲的に追究すると 

ともに，20 世紀初頭の変化の 

様相について考えようとして 

いる。 

b:第一次世界大戦の原因と性 

格，平和の意義について考察 

し，20 世紀初頭の変化の様相 

について考察し，一連の思考の 

過程を適切に表現している。 

c:第一次世界大戦の原因と性 

格，平和の意義と 20 世紀初頭 

の変化の様相に関する資料を 

収集し，適切に活用する技能を 

身につけている。 

d:第一次世界大戦の原因と性 

格，ロシア革命の展開とそれが 

世界に与えた影響，戦争と革命 

による国際秩序の変化，国際協 

調とヴェルサイユ体制，アメリ 

カ的生活様式の資本主義社会 

への普及について理解し，その 

知識を身につけている。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 



２
学
期 

２
部 

地
球
社
会
と
日
本 

3 節 "民族自決"を求めて ○ ○ ○ ○ a:インド・中東および東アジア 

の民族運動に対する関心を高 

め，意欲的に追究するととも 

に，"民族自決"を求めたアジア 

のナショナリズムの動きにつ 

いて考えようとしている。 

b:インド・中東および東アジア 

の民族運動について考察し，" 

民族自決"を求めたアジアのナ 

ショナリズムの動きについて 

考察し，一連の思考の過程を適 

切に表現している。 

c:インド・中東および東アジア 

の民族運動と"民族自決"を求 

めたアジアのナショナリズム 

の動きに関する資料を収集し， 

適切に活用する技能を身につ 

けている。 

d:第一次世界大戦後，インド・ 

トルコ・中国などの民族運動が 

大衆的基盤をもち，アジア諸民 

族の動向が世界史の新しい潮 

流をつくり出したことを理解 

し，その知識を身につけてい 

る。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 



２
学
期 

２
部 

地
球
社
会
と
日
本 

4 節 経済危機から第二次 

    世界大戦へ   

○ ○ ○ ○ a:世界恐慌と資本主義の変容， 

20世紀前半の国際政治の流れ， 

第二次世界大戦の原因や性格 

などに対する関心を高め，意欲 

的に追究するとともに，現代の 

戦争の特質と平和の意義につ 

いて考え，国際社会に生きる日 

本人としての自覚をもとうと 

している。 

b:世界恐慌と資本主義の変容， 

20世紀前半の国際政治の流れ， 

第二次世界大戦の原因や性格， 

現代の戦争の特質と平和の意 

義などについて考察し，判断し 

た過程や結果を適切に表現し 

ている。 

c:世界恐慌と資本主義の変容， 

20世紀前半の国際政治の流れ， 

第二次世界大戦の原因や性格， 

現代の戦争の特質と平和の意 

義などに関する資料を収集し， 

適切に活用する技能を身につ 

けている。                                       

d:世界恐慌と資本主義の変容， 

20世紀前半の国際政治の流れ， 

第二次世界大戦の原因や性格， 

現代の戦争の特質と平和の意 

義について理解し，その知識を 

身につけている。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 



２
学
期 

２
部 

地
球
社
会
と
日
本 

2 章 冷戦から地球社会へ 

1 節 冷たい戦争の時代     

○ ○ ○ ○ a:第二次世界大戦後の米ソを 

中心とする両陣営間の対立や， 

アジア・アフリカ諸地域でみら 

れた民族独立運動の展開，平和 

共存と多極化の進展などを通 

して，1970 年頃までの世界の 

大きな動向について関心を高 

め，意欲的に追究し，考え，国 

際社会に生きる日本人として 

の自覚をもとうとしている。 

b:第二次世界大戦後の米ソを 

中心とする両陣営間の対立や， 

アジア・アフリカ諸地域でみら 

れた民族独立運動の展開，平和 

共存と多極化の進展などを通 

して，1970 年頃までの世界の 

大きな動向について考察し，判 

断した過程や結果について適 

切に表現している。 

c:第二次世界大戦後の米ソを 

中心とする両陣営間の対立や， 

アジア・アフリカ諸地域でみら 

れた民族独立運動の展開，平和 

共存と多極化の進展などを通 

して，1970 年頃までの世界の 

大きな動向に関する資料を収 

集し，適切に活用する技能を身 

につけている。 

d:第二次世界大戦後の米ソ両 

陣営の対立，アジア・アフリカ 

の民族運動と植民地支配から 

の独立，平和共存と多極化の進 

展などを通して，1970 年頃ま 

での世界の大きな動向につい 

て理解し，その知識を身につけ 

ている。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 



２
学
期 

２
部 

地
球
社
会
と
日
本 

2 節 冷戦終結への道のり ○ ○ ○ ○ a:市場経済の世界化，米ソのゆ 

らぎや冷戦の終結などから， 

1970 年代以降の世界の大きな 

変容に対する関心を高め，意欲 

的に追究し，考え，国際社会に 

生きる日本人としての自覚を 

もとうとしている。 

b:市場経済の世界化，米ソのゆ 

らぎや冷戦の終結などから， 

1970 年代以降の世界の大きな 

変容について考察し，判断した 

過程や結果について適切に表 

現している。 

c:市場経済の世界化，米ソのゆ 

らぎや冷戦の終結などから， 

1970 年代以降の世界の大きな 

変容に関する資料を収集し，適 

切に活用する技能を身につけ 

ている。 

d:市場経済の世界化，米ソのゆ 

らぎや冷戦の終結などから， 

1970 年代以降の世界の大きな 

変容について理解し，その知識 

を身につけている。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 



３
学
期 

２
部 

地
球
社
会
と
日
本 

3 節 地球社会への歩み ○ ○ ○ ○ a:冷戦終結後の世界の政治・経 

済の動向について関心を高め， 

意欲的に追究するとともに，こ 

れからの国際社会における日 

本の役割，日本が世界の諸国・ 

諸地域と多様性を認め合いな 

がら共存する方向について考 

え，国際社会に生きる日本人と 

しての自覚をもとうとしてい 

る。 

b:冷戦終結後の世界の政治・経 

済の動向，これからの国際社会 

における日本の役割，日本が世 

界の諸国・諸地域と多様性を認 

め合いながら共存する方向に 

ついて考察し，判断した過程や 

結果について適切に表現して 

いる。  

c:冷戦終結後の世界の政治・経 

済の動向，これからの国際社会 

における日本の役割，日本が世 

界の諸国・諸地域と多様性を認 

め合いながら共存する方向に 

関する資料を収集し，適切に活 

用する技能を身につけている。 

d:冷戦終結後の世界の政治・経 

済の動向，これからの国際社会 

における日本の役割，日本が世 

界の諸国・諸地域と多様性を認 

め合いながら共存する方向に 

ついて理解し，その知識を身に 

つけている。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 



３
学
期 

２
部 

地
球
社
会
と
日
本 

4 節 持続可能な社会をめざ

して 

○ ○ ○ ○ a:事例を通して"共に生きる世 

界""持続可能な社会"について 

考察することで，その構築に向 

けての方策を意欲的に探ろう 

としている。 

b:事例を通して"共に生きる世 

界""持続可能な社会"について 

考察し，判断し，その構築につ 

いて展望をもっている。 

c:"共に生きる世界""持続可能 

な社会"に関する資料を用いて 

追究した過程や結果について， 

報告書にまとめたり，発表や討 

論をしたりしている。 

d:地球規模での問題の出現を 

理解し，"共に生きる世界""持 

続可能な社会"を構築するため 

の展望をもち，その知識を身に 

つけている。  

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


